
様式４－５

新しい公共支援事業の成果等報告

（業務を受託した中間支援組織等分）

１．成果等報告

受託業務名 [提案方式導入]新しい公共を支える資源循環の基盤づくり事業

事業の種別 ☑活動基盤整備支援 □寄附募集支援 □融資円滑化支援 □利子補給 □その他

（複数回答可）

受託者名 特定非営利活動法人Ｍブリッジ

実施期間 平成２４年４月１日～平成２４年９月３０日

※ 契約期間：平成２４年４月１日～平成２５年３月２９日

（事業開始：平成２３年１０月１日～）

受託金額 ４，０００，０００円

受託内容 認定取得を目指すＮＰＯ法人の制度改正への理解、その他地域での活動を支援する。

そのために、松阪管内のＮＰＯ法人に向けて制度に関するアンケートを実施し、フ

ァンドレイジングのキーパーソンとなりうる人材を抽出する。その後、キーパーソ

ンとの間で勉強会、講座、相談などを通じて、地域での活動の幅を広げていく。

■平成２４年度に達成しようとする成果を具体的に記載してください。

・ 勉強会の実施

（仮認定ＮＰＯ法人の取り方、認定ＮＰＯ法人の取り方、活動計画書の書き方、財

務諸表の書き方、注記の書き方、寄付の仕方、寄付を集めるパンフレットの作り方、

パンフレットの配り方、インターネットを活用した寄付の集め方、チャリティイベ

ントの作り方等）

・ 講座の開催

（実施予定内容：認定ＮＰＯ法人、NPO法人の会計基準、NPO法人組織、寄付を集め

よう、様々な資金調達、等）

・ 制度改正、情報開示に関する個別相談の開催

・ 瓦版の発行（4/23、7/27、8/3、9/11）

（会計基準および認定ＮＰＯ法人制度に関する情報を中心に、1カ月に 1度の頻度で情

報誌を発行。）

・ チラシや案内等を随時発行・発送

・ 職員が准認定ファンドレイザー資格を取得

・ 講座の企画立案、及び広報

（実施内容：「ＮＰＯ法人のための会計講座」と称し、実際の組織運営に役立つ実務的な

側面からの会計及び認定 NPO 法人制度に関する講座を企画立案。講師として中尾さゆり

氏（ＮＰＯ法人会計基準協議会 専門委員）を招聘）

・ 勉強会の企画立案、及び広報

（実施予定内容：「お気軽サロン」と称するＮＰＯ法人同士の意見交換会によって、ＮＰ

Ｏ法人としての組織運営や寄付に関する問題意識の向上を図る企画の立案）

得られた成果

及び自己評価

評価ラ

ンク

□Ｓ：特に優れた成果が得られた □Ａ：優れた成果が得られた ☑Ｂ：一定の成果

が得られた □Ｃ：限定的であるが成果が得られた □Ｄ：成果が得られなかった

（該当する評価にㇾ を付けてください。）

２．添付書類 その他参考となる資料 なし ※ 都道府県において適宜設定すること。

整理番号 ５


